
平成™›年�月˜�日 火曜日 (号外第˜œ›号)官 報

５

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
直
ち
に
当
該
申
立
て

を
却
下
す
る
裁
判
を
し
た
と
き
を
除
き
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
（
同
項
の
申
立
て

を
し
た
者
を
除
く
。）並
び
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
裁
判
を
受
け
る
者
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
同
条
第
二

項
の
書
面
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
書
面
の
写
し
を
送
付
し
た
後
に
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
に
つ
い
て
の
裁
判
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
脱
退
）

第
四
条

非
訟
事
件
手
続
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
十
一
条
の
事
件

の
手
続
に
参
加
し
た
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
参
加
前
の
当
事
者
は
、
そ
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
手
続
か

ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

手
続
代
理
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
委
任
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
二
章
の
章
名
を
削
る
。

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
を「（
主
任
鑑
定
委
員
・
法
第
四
十
七
条
）」に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
立
会
い
」
の
下
に
「
・
法
第
四
十
七
条
」
を
加
え
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
決
議
」
の
下
に
「
・
法
第
四
十
七
条
」
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
見
出
し
中
「
意
見
」
の
下
に
「
・
法
第
四
十
七
条
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
き
い
た
」
を
「
聴

い
た
」
に
、「
に
告
知
し
」
を
「
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
」
に
、「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」

に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
記
録
」
の
下
に
「
・
法
第
四
十
七
条
」
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次

に
次
の
十
三
条
を
加
え
る
。

（
申
立
て
の
方
式
）

第
十
条

法
第
四
十
一
条
の
事
件
の
申
立
書
に
は
、
申
立
て
の
趣
旨
及
び
原
因
、
申
立
て
を
理
由
づ
け
る
事
実
並
び

に
非
訟
事
件
手
続
規
則
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。

一

借
地
契
約
の
内
容

二

申
立
て
前
に
し
た
当
事
者
間
の
協
議
の
概
要

２

法
第
二
十
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
建
物
を
競

売
又
は
公
売
に
よ
っ
て
買
い
受
け
た
事
実
及
び
建
物
の
代
金
を
支
払
っ
た
日
を
証
す
る
書
面
を
申
立
書
に
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

借
地
契
約
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
写
し
を
申
立
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
立
書
の
送
達
・
法
第
五
十
条
）

第
十
一
条

前
条
第
一
項
の
申
立
書
の
送
達
は
、
申
立
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
副
本
に
よ
っ
て
す
る
。

（
建
物
等
の
譲
受
け
の
申
立
期
間
等
）

第
十
二
条

裁
判
所
は
、
法
第
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
法
第
二
十

条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
立
て
を
適
法
と
認
め
た
と
き
は
、
法
第
十
九

条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
申
立
て
を
す
る
期
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
借
地
権
設
定
者
が
法
第
十
九
条
第
三
項
の
申
立
て
を
し
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

２

前
項
の
期
間
を
定
め
る
決
定
は
、
相
手
方
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
相
手
方
が
事
件
に
つ
き

出
頭
し
た
場
合
に
は
、
口
頭
で
告
知
す
れ
ば
足
り
る
。

３

第
一
項
の
期
間
の
末
日
は
、
相
手
方
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
受
け
た
日
か
ら
少
な
く
と
も
十
四
日
以
後

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

借
地
権
設
定
者
が
法
第
十
九
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
又
は
法
第
二
十
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
の
申
立
て
を
す
る
に
は
、
借
地
権
者
の
承
諾
を

証
す
る
書
面
を
申
立
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
立
て
の
変
更
に
係
る
書
面
等
の
送
付
）

第
十
三
条

法
第
四
十
一
条
の
事
件
に
つ
い
て
、
申
立
人
が
書
面
で
申
立
て
の
趣
旨
又
は
原
因
の
変
更
を
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
変
更
を
許
さ
な
い
旨
の
裁
判
が
あ
っ
た
と
き
を
除
き
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
書
面
を
相
手
方
及

び
利
害
関
係
参
加
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
事
件
の
手
続
の
期
日
に
お
い
て
申
立
人
が
口
頭
で
申
立
て
の
趣
旨
又
は
原
因
の
変
更
を
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
変
更
を
許
さ
な
い
旨
の
裁
判
が
あ
っ
た
と
き
を
除
き
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
期
日
の
調
書
の
謄
本

を
相
手
方
及
び
利
害
関
係
参
加
人
（
そ
の
期
日
に
出
頭
し
た
者
を
除
く
。）に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
問
期
日
・
法
第
五
十
一
条
）

第
十
四
条

裁
判
所
は
、
第
十
条
第
一
項
の
申
立
書
を
相
手
方
に
送
達
し
た
後
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
速
や
か

に
、
審
問
期
日
を
開
く
も
の
と
す
る
。

（
期
日
の
通
知
）

第
十
五
条

審
問
及
び
証
拠
調
べ
の
期
日
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
の
準
備
及
び
計
画
）

第
十
六
条

裁
判
所
は
、
速
や
か
に
、
当
事
者
の
陳
述
を
聴
い
て
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
を
し
、
審
理
の
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

当
事
者
は
、
審
理
が
前
項
の
計
画
に
従
い
迅
速
に
進
行
す
る
よ
う
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
当
事
者
の
陳
述
）

第
十
七
条

裁
判
所
は
、
当
事
者
に
対
し
、
書
面
又
は
口
頭
で
陳
述
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

裁
判
所
は
、
鑑
定
委
員
会
に
意
見
を
求
め
る
前
に
、
法
第
十
七
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
一
項
後
段
、
第
十
九

条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
裁
判
に
関
す
る
当
事
者
の
陳
述
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
提
出
書
類
の
直
送
）

第
十
八
条

当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
が
陳
述
書
、
証
拠
書
類
そ
の
他
裁
判
の
資
料
と
な
る
書
類
を
提
出
す
る

と
き
は
、
当
該
書
類
に
つ
い
て
直
送
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
の
嘱
託
等
）

第
十
九
条

裁
判
所
は
、
必
要
な
調
査
を
官
庁
、
公
署
そ
の
他
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
者
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

裁
判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
事
実
の
調
査
を
裁
判
所
書
記
官
に
命
じ
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
申
立
て
の
取
下
げ
の
合
意
の
方
式
）

第
二
十
条

法
第
十
九
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
定
め
る
当
事
者
の
合
意
は
、
書
面
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
申
立
て
の
取
下
げ
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い
等
）

第
二
十
一
条

法
第
四
十
一
条
の
事
件
の
申
立
て
の
取
下
げ
が
あ
っ
た
と
き（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）は
、

裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
相
手
方
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
九
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
当
事
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
申
立
て
を
取
り
下
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
下
げ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
利
害
関
係
参

加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
四
十
一
条
の
事
件
の
申
立
て
の
取
下
げ
に
つ
い
て
は
、
非
訟
事
件
手
続
規
則
第
四
十
九
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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